
324 

の

『慶

士
山
』

恭

義

郭

l
l南
北
朝
時
代
の
蝶
園
史
料
と
し
て

lー
ー

」
の
小
篇
の
狙
い

「
醸
園
」
の
名
お
よ
び
そ
の
固
に
つ
い
て
、
た
と
い
零
細
な
る
記

録
に
も
せ
よ
、
そ
れ
ら
の
見
え
る
唐
以
前
の
史
料
に
し
て
、
そ
の
成

立
年
代
の
知
ら
れ
る
、
も
っ
と
も
古
い
も
の
は
、
貌
の
著
者
未
詳
の

『
西
南
異
方
志
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
三
闘
時
代
の
「
腰
闘
」

が
、
い
か
な
る
園
で
あ
っ
た
か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
を
引

用
し
て
い
る
、
菅
の
貌
宏
の
『
南
中
八
郡
志
』
は
、
『
西
南
異
方
志
』

に
つ
い
で
古
い
も
の
で
あ
る
。
(
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
曾

に
、
「
『
西
南
異
方
志
』
と
『
南
中
入
郡
志
』

l
貌
菅
時
代
の
腰
園

史
料
と
し
て
1

」
に
お
い
て
、

た
。)

わ
た
く
し
の
見
解
を
詳
論
し
て
お
い

史
料
と
し
て
の
成
立
年
代
は

『
南
中
入
郡
志
』
と
同
じ
く
菅
代

杉

本

直

1台

虫B

で
も
、
そ
の
中
に
見
え
る
記
事
が
、
『
西
南
異
方
志
』
よ
り
も
古
い
、

後
漢
時
代
に
遡
っ
て
、

わ
ず
か
に
も
せ
よ
、
こ
れ
に
燭
れ
て
い
る
も

の
に
、
耳
目
の
常
藤
の
『
華
陽
園
士
山
』
が
あ
る
。
そ
れ
が
後
漢
時
代
に

。。。。

燭
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
、

こ
の
時
代
、
中
園
の
極
西
南
な
る
、
永
昌

「
僚
越
」
の
民
の
い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を

他
の
機
曾
に
考
聾
し
た
ご
と
く
、

郡
下
に
、

「
越
の
僚
」
と
解
す
る
こ
と
に
一よ

り
、
そ
の
「
本
圏
な
る
傑
」
の
園
の
存
在
し
た
こ
と
を
推
測
す
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

「
傑
」
が
「
腰
」
と
同
じ
く
、
H
M

可
ロ
の
謝
音
で
あ
る
こ
と
に
、
問

題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
て
後
漢
よ
り
以
前
、
】
V1v
の
存
在
し

た
こ
と
は
、
後
世
の
停
説
以
外
、
首
時
の
文
献
に
は
も
ち
ろ
ん
、
嘗

時
を
距
る
こ
と
遠
か
ら
ぬ
時
代
の
そ
れ
に
も
、
こ
れ
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
、
吋
可
。
の
存
在
し
た
こ
と
の
認
め
ら
れ
る
、
も
っ



と
も
古
い
時
代
は
、
後
漢
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
記

せ
る
『
華
陽
園
志
』
は
、
そ
う
し
た
文
献
と
し
て
は
、
も
っ
と
も
古

レ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
く
て
後
漢
よ
り
三
園
を
経
て
雨
菅
に
至
る
、

Hvub-
園
の
存
在
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
降

っ
て
南
北
朝
時
代

-r「

}+ι

、

b
v
t
 
い
か
な
る
史
料
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

は
じ
め
て
正
史
に
膜
園
の
停
が
見
え
る
が
、
貌

菅
と
唐
と
の
聞
の
南
北
朝
時
代
に
、
腰
園
の
存
在
し
た
こ
と
を
報
ず

唐
代
に
な
る
と
、

る
史
料
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
従
来
菅
代
の
そ
れ
で

あ
る
と
、
誤
り
停
え
ら
れ
て
来
た
も
の
を
、
再
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
れ
が
南
北
朝
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
闘
を
補
い
た
い
と
い
う

い
さ
さ
か
に
も
せ
よ
、

の
が
、
こ
の
小
篇
の
狙
い
で
あ
る
。

『
慶
士
山
』
に
見
え
た
る
剰
園
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晋
代
の
『
南
中
入
郡
志
』
以
後
、
唐
代
の
正
史
以
前
に
お
い
て
、

膜
園
に
嘗
る
名
の
見
え
る
の
は
、
『
後
漢
書
』
(
巻
一
一
六
)
西
南

夷
停
、
京
牢
夷
の
僚
の
、
唐
の
李
賢
の
注
に
引
く
『
慶
志
』
や
、
北

宋
γ

の
李
肪
ら
の
『
太
卒
御
寛
』

(
巻
九
五
六
お
よ
び
九
八
一
)
な
ど

に
引
く
同
書
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
に
は
「
剰
園
」
の
名
が
見
え
て
い

る。
こ
の
「
剰
園
」
を
、
唐
の
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』

通
行
本
に
引
く
『
慶
士
山
』
に
は
、

(
巻
三
六
〉
の

「
澗
園
」
に
作
っ
て
ド
る
。
と
こ

(
巻
五
三
)
事
業
部
所
牧
の
『
法
苑

珠
林
』
を
検
す
る
と
、
そ
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
高
麗
本
に
は
、
通

ろ
が
、

『
大
正
新
修
大
識
経
』

行
本
の
ご
と
く
、

「
測
園
」
と
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
の
他
の
宋

本
・
元
本
・
明
本
な
ら
び
に
宮
内
鹿
圃
書
寮
本
な
ど
、
い
ず
れ
も

寸
劇
園
」
に
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
従
う
こ
と
に
す
れ
ば
、

「
酎
」
は
、
明
の
張
自
烈
の
『
正
字
通
』
に
、

-89ー

「剰
L

の
俗
字
と
見

え
る
ゆ
え
、
「
澗
園
」
は
「
朝
国
」
で
あ
り
、
し
か
し
て
「
朝
国
」
が

「
剰
園
」
で
あ
る
限
り
、
上
記
の
『
後
漢
書
』
注
や
『
太
卒
御
覧
』

に
引
く
と
こ
ろ
の
『
賢
志
』
の
「
剰
園
」
と
、
少
し
も
嬰
ら
な
い
こ

と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
て
こ
の
「
剰
」
も
、
『
華
陽
園
志
」
の
寸
僚
」

『
南
中
八
郡
士
山
』
お
よ
び
唐
の
正
史
の
「
標
」

や
『
西
南
異
方
志
』

の
よ
う
に
、

「
票
」
を
護
符
と
せ
る
同
音
の
字
で
、

い
ず
れ
も
同
J
b

の
封
音
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

も
っ
と
も
H
J
D
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、

古
く
か
ら
H
J
U
と
呼
ん
だ
の
で
、
そ
の
ご
と
く
綴
る
に
至
っ
た
の
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か
、
ま
た
は
H
V
Z
-

で
あ
っ
た
の
が
、

H
V
〕
る
の
ご
と
く
震
音
し
て
い
た

の
か
、
あ
る
い
は
司
も
が
古
か
っ
た
の
を
、
後
世
H
J・0
と
も
書
く
に

至
っ
た
の
か
、

」
う
し
た
H
J
A
ν

と
司
ユ
と
の
闘
係
に
つ
い
て
は
、
大

い
に
議
論
が
あ
っ
て
、
未
解
決
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
別
の
場
合
に

論
じ
た
い
と
思
う
が
、
こ
こ
で
は
「
願
L

と
と
も
に
、
「
傑
」
お
よ

び
「
剰
L

が、

と
も
に
M
U
1
M

に
も
っ
と
も
近
い
音
を
有
す
る
の
で
、

い
ず
れ
も
そ
の
封
音
と
見
な
す
こ
と
に
お
い
て
は
、
異
論
の
な
い
こ

と
を
い
う
だ
け
に
止
め
て
お
こ
う
。

し
か
ら
ば
問
題
の
『
廃
士
山
』
に
は
、

「
剰
園
」
に
つ
い
て
、

L、
台、

な
る
記
事
が
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

割
闘
の
産
物

ω桐
葉
布
(
撞
筆
布
)

卒
川
紀
一
氏
の
「
ビ
ル
マ
古
代
史
に
つ

い
て
」
(
『
工
率
院
大
皐
文
化
科
事
研
究
論
叢
』
創
刊
説
、

巴
巴
・

頁
一
八
二
)
の
中
に
、

東
京
、

「
後
漢
書
南
側
慣
西
南
夷
俸
の
京
牢
夷
の
僚
に
は
、
菅
の
郭
義
恭
の

『
贋
士
山
』
を
注
に
引
き
、

両
制
園
は
白
桐
木
有
り
。

巻
八
八
・
太
卒
御
質
巻
九
五
六
並
所
引
)
と
い
う。
」
(
華
文
類
緊

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
省
略
さ
れ
す
ぎ
て
い
る

の
で
、
も
っ
と
忠
質
に
原
文
を
引
用
す
る
と
、

一
六
)
の
唐
の
李
賢
注
に
引
く
『
慶
志
』
に
は
、

巻

『
後
漢
書
』

「
剰
固
有
ニ
桐
木
吋
其
肇
有
ニ
白
義
吋
取
ニ
其
義
一
掩
漬
。
絹
織
以
矯

レ
布
也
。」

と
見
え
、
『
太
卒
御
覧
』
(
巻
九
五
六
)
所
引
の
『
慶
士
山
』
に
は
、

李
賢
注
の
「
桐
木
」
を
「
白
桐
木
」
と
し
、
「
其
華
有
一
一
白
議
こ
を

「
其
葉
有
ニ
白
議
こ
に
作
り
、
「
掩
漬
。
絹
織
以
矯
レ
布
也
」
を
「
掩

漬
絹
緩
。
織
以
矯
レ
布
」
に
作

っ
て
い
る
。

唐
の
欧
陽
詞
ら
の
『
審
文
類
取
県
』
(
各
八
八
)
通
行
本
に
引
く
『
慶

「
剰
園
」
を
「
異
園
」
と
し
、

-90一

士
心
』
に
は
、

一寸

由
香
しー

を
ー寸

白「
毛白
」桐

と木
し」
、 の
-， 
絹。 43
績」i
L 

を
脱
し
て

「
白
木
」
と
し
、

を
「
滑
績
」
と
し
て
い
る
な
ど
、
誤
院
が
目
立
つ
。
と
こ
ろ
が
一
九

五
九
年
に
、
上
海
圃
書
館
遊
行
の
宋
の
紹
興
本
の
景
印
で
は
、
か
え

っ
て
通
行
本
の
誤
院
の
う
え
に
、
さ
ら
に

「
白
番
」
が

「
自
義
」
と

「
掩
漬
」
が
「
掩
清
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
こ
の

な
っ
て
お
り
、

種
の
も
の
で
は
、
宋
板
か
な
ら
ず
し
も
テ
キ
ス

ト
の
校
合
に
役
立
つ

と
は
い
え
な
い
も
の
あ
る
に
錆
付
く
の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
「
其
葉
」

以
下
の
文
が
、
『
太
卒
御
寛
』
の
そ
れ
に
近
似
し
て
い
る
の
は
、
『
太

卒
御
覧
』
が
、
他
に
も
そ
の
例
が
見
出
さ
れ
る
ご
と
く
、

『
華
文
類



栗
』
か
ら
採
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

し
た
が
っ
て
誤
院
の
そ
れ
ほ

ど
で
な
か
っ
た
『
華
文
類
褒
』
の
原
本
に
は
、

ず
、
景
宋
本
に
も
「
異
国
」
と
見
え
る
の
が
、

に
相
違
な
か
ろ
う
。

一寸 -，畠

割。宮

里:手
L の
あみ
つ Tι
fこら

ま
た
諸
書
に
引
か
れ
た
『
慶
士
山
』
の
侠
文
を
集
め
て
、
原
本
の
ご

と
く
二
巻
と
な
し
た
、
清
の
馬
園
翰
の
『
玉
画
山
房
輯
侠
書
』

七
四
〉
所
牧
の
『
慶
志
』
(
巷
下
〉
に
は
、
上
記
の
侠
文
を
『
太
卒

〈
巻
九
五
六
〉
か
ら
引
き
、
さ
ら
に
「
後
漢
書
西
南
夷
停
注

御
寛
』

靴
属
一
一
尉
園
こ
と
て
、

え
る
が
、
今
日
通
行
本
の
『
後
漢
書
』
西
南
夷
停
注
に
は
、
上
記
の

「
剰
」
を
「
尉
」
に
誤
っ
て
い
る
よ
う
に
見

ご
と
く
「
剰
園
」
と
正
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
よ
う
に
多
少
の
異
同
出
入
は
、
賄
博
寓
を
重
ね
て
い
る
う
ち
に
、

お
の
ず
と
生
じ
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
中
で
、

と
く
に
は
な
は
だ
し
い
相
違
は
、
織
っ
て
布
と
な
す
白
議
が
、
「
華
」

「葉」

に
あ
り
と
い
う
の
と
、

に
あ
り
と
い
う
の
と
の
差
で
あ
ろ

ぅ
。
こ
れ
は
文
字
の
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
起
っ
た
、
よ
く
あ
る
こ

と
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
そ
の
い
ず
れ
が
正
し
い
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か
を
、
確
か
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

膏
の
常
藤
の
『
華
陽
園
士
山
』
(
巻
四
)
の
永
昌
郡
の
産
物
を
記
し

て
い
る
う
ち
に
、
剰
園
の
そ
れ
と
同
じ
織
物
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
ご

と
く
説
い
て
い
る
僚
が
あ
る
。

「
有
ニ
梧
桐
木
吋
其
華
柔
如
レ
綿
。
民
績
以
矯
レ
布
。
幅
慶
五
尺
以

還
。
潔
白
不
レ
受
レ
汚
。
俗
名
目
ニ
桐
華
布
吋
以
覆
ニ
亡
人
吋
然
後
服

レ
之
。
及
買
典
レ
人
。
」

巻

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
自
重
が
あ
る
の
は
、
「
葉
」
で
は
な
く
て
、
「
華
」

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
「
桐
華
布
」
の
名
あ
る
ゆ
え
ん
で
あ

『
後
漢
書
』
の
京
牢
夷
の
僚
の
注
に
は
、
物
産
の
中
に
、

名
目
ニ
桐
、肇
布
こ
と
い
う
一
句
は
省
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
、

る

俗

-91-

『
華
陽
園
志
』
の
文
と
同
様
な
の
で
、
後
に
出
た
『
後
漢
書
』
の
注

は
、
前
に
存
し
た
こ
れ
か
ら
引
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
華
」
の
正
し
い
努
霊
は
、
他
に
も
翠
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
菅
の
左
思
の
萄
都
賦
に
は
、

あ
る
の
に
封
し
、
同
時
代
の
劉
達
は
、

「
葉
」
は
誤
り
で
、

「
布
有
-
量
華
こ
と

「
撞
華
者
。
樹
名
樟
。
其
花

柔
議
。
可
ニ
績
震
工
作
。
出
=
永
昌
こ
と
い
っ
て
い
る
の
で
(
李
善
注

『
文
選
』
巻
四
)
、

「
桐
華
布
」

は
、
す
な
わ
ち
「
撞
華
布
」
に
ほ

か
な
ら
な
い
が
ご
と
き
、
こ
れ
で
あ
る
。
「
桐
」
.
と
「
撞
」
と
は
、
異

字
で
は
あ
る
が
、
同
音
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
相
通
用
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。



『
華
陽
園
志
』
を
校

『
華
陽
園
志
』
に
見
え

る
「
梧
桐
木
」
の
「
梧
」
を
「
首
レ
桁
」
と
し
、
「
桐
」
を
「
嘗
レ
作
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清
の
摩
寅
が
、
南
宋
の
李
主
本
に
基
ご
つ
き
、

刊
す
る
や
、
こ
の
『
文
選
』
注
に
よ
っ
て
、

「
李
主
依
-
一
後
漢

レ
撞
」
と
て
、
前
記
局
都
賦
の
「
撞
華
」
を
引
き
、

書
-
課
改
耳
」
と
い
っ
て
い
る
。

『
後
漢

な
る
ほ
ど
劉
宋
の
浩
醸
の

書
』
(
巻
一
二
ハ
〉
西
南
夷
徳
、
哀
牢
夷
の
僚
に
は
、
「
有
-
一
梧
桐

木
華
吋
績
以
矯
レ
布
。
幅
慶
五
尺
。
潔
白
不
レ
受
ニ
垢
庁
吋
先
以
覆
ニ
亡

「
梧
桐
木
」
に
作

っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
こ
れ
よ
り
先
き
に
出
た
『
華
陽
園
士
山
』
に
よ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
の
で
、
李
歪
が
『
華
陽
園
士
山
』
を
校
刊
す
る
に
首
っ
て
、
そ
の
校

人
吋
然
後
服
レ
之
」
と
て
、

勘
に
『
後
漢
書
』
を
用
い
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
、
彦
寅

の
い
う
が
ご
と
く
、

は
た
し
て
李
主
が
、

「依
ニ
後
漢
章
一
回
一
課
改
耳」

と
断
じ
う
る
か
ど
う
か
は
、

李
主
の
用
い
た

『
華
陽
園
志
』
底
本

た
だ
「
桐
木
」
と
な
っ
て
い
た
か
、

い
ま
そ

「
梧
桐
木
」
が
、

れ
を
検
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

「
梧
」
は
「
嘗
レ
桁
」
と
確

言
で
き
な
い
と
し
て
も
、

『
後
漢
書
』
の
本
文
で
な
く
、

そ
の
李
賢

注
に
引
く
『
賢
士
山
』
に
、

た
だ
「
桐
木
」
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
こ

「
桐
木
」
と
い
う
の
が
正
し
い
よ
う
で
あ

の
場
合
「
宿
桐
木
」
は
、

り
、
し
か
し
て
そ
の
「
桐
木
」
が

「
撞
木
」
で
あ
る
こ
と
も
首
肯

「
桐
」
は
「
撞
」
と
同
音
で
通
用
さ
れ
る
限
り
、
か
な

ら
ず
し
も
こ
れ
を
「
嘗
レ
作
レ
樟
」
と
、
窮
屈
に
考
え
な
く
て
も
よ
い

さ
れ
る
が
、

か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
「
桐
華
布
」
ま
た
は
「
撞
華
布
」
の
原
料
を
供
給
す
る

「
桐
」
も
し
く
は
「
撞
」
は
、

い
か
な
る
木
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
ご
と
く
、
回
O
自ゲ同口同ロ

gm
科
の
切
O
B
σ

巴円

属
の
木
で
、

そ
れ
に
は
五
十
種
ば
か
り
も
あ
る
と
い
う
が
、
主
と
し

て
そ
の
花
の
毛
が
織
物
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、

H
W
O
H
U
σ
同
阿

自由
z
r
E・山口
H
H
H
H
M
(
切
・
ロ
四
日
げ
但
)
で
あ
る
の
で
、

「
桐
華
布
」
ま
た
は
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「
撞
華
布
」
と
い
う
は
、
こ
の
花
毛
を
績
い
で
織
ら
れ
た
も
の
に
遺

、:、。

1
uw
チ
ん
、
L
V

割
園
の
産
物
と
し
て
、
永
昌
地
方
に
見
ら
れ
た
、
切
。
B
E
M
の

種
の
花
毛
で
織
ら
れ
た
織
物
(
桐
華
布
ま
た
は
撞
華
布
〉
の
あ
っ
た

『
後
漢
書
』
の
李
賢
注
に
引
く
『
慶
志
』
に
よ
っ
て
知
り

こ
と
を
、

『
太
平
御
寛
』
(
巻
九
入
一
お
よ
び
九
八
二
〉
の
呑
部
な

ら
び
に
そ
の
他
に
引
く
『
慶
志
』
に
よ
っ
て
、
剰
固
に
は
、
い
ろ
い

え
た
が
、

ろ
の
香
の
産
出
し
た
こ
と
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

同
難
舌
香

(
巻
九
八
一
)
に
は
、

『
太
卒
御
覧
』

「
康
志
目
。
難
舌
出
エ
南
海
中
及
劉
闘
吋
蔓
生
レ
質
。
熟
貫
レ
之
。」



「
剰
園
」
と
と
も
に
、
難
舌
香
が
「
南
海
中
」
に

出
る
と
い
う
の
は
、
『
太
卒
御
覧
』
の
同
じ
個
躍
に
、
呉
の
康
泰
の

『
呉
時
外
園
停
』
を
引
い
て
、

と
載
せ
て
い
る
。

「
呉
時
外
園
停
目
。
五
馬
州
出
ニ
難
舌
香
ご

と
い
う

五
馬
は
、

。白ロ，

そ
の
五
馬
州
を
指
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

白
色
い
の
下
略
封
音
で
、
「
南
海
中
」
な
る
モ
ル
ッ
カ
ス
の
土
人
が
、

難
舌
香
す
な
わ
ち
丁
子
香
(
丁
香
)
を
呼
ぶ
稽
に
ほ
か
な
ら
な
い
の

で
、
五
馬
州
は
、
難
舌
香
の
島
と
い
う
意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
」
う
し
た
南
海
の
香
料
諸
島
と
と
も
に
、
剰
固
に
も
、
ま
た
難
舌

香
が
産
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

『
太
卒
御
質
』

(
巻
九
八
二
)
に
は
、

ω支
納
香

「
由
民
志
目
。
支
納
出
-
一
剰
園
ご

と
見
え
る
。
こ
の
「
支
納
香
L

(

の
木
は
切

E
S
S
E
-
E自
民

2
と

が
、
剰
固
に
出
る
こ
と
は
、
唐
の
道
世
の
『
法
苑
珠
林
』
(
巻
三
六
)

葉
香
篇
所
引
の
『
康
志
』
な
ど
、
唐
代
の
も
の
に
同
様
に
見
え
て
い
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『
太
卒
御
寛
』
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
に
よ
っ
た
も
の
で

し
か
る
に
北
宋
の
劉
翰
・
馬
志
ら
の
『
開
賓
本
草
』
に
、

「
支
出
ニ
剰
園
こ
と
い
う
「
支
」
は
、
そ
れ
が
剰
固
に
出
る
と
い
う

る
の
で
、

あ
ろ
う
。

限
り
、

か
な
ら
ず
や
こ
の
「
受
納
香
」
の
略
構
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た

「
贋
志
目
。
支
納
香
出
ニ
西
園
こ
と
あ
る

同
じ
『
開
資
本
草
』
に
、

「
西
園
」
は
、
そ
れ
が
支
納
香
の
産
地
で
あ
る
以
上
、

お
そ
ら
く
は

「
剰
園
」
の
「
剰
」
の
左
偏
の
「
西
」
の
み
を
取
っ
た
省
略
形
と
見

る
べ
き
で
な
か
ろ
う
か
。

支
納
香
が
、

い
か
な
る
香
で
あ
る
か
。
香
料
史
に
も
っ
と
も
造
詣

深
い
山
田
憲
太
郎
博
士
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、

詳
細
な
報
告
を
痔
う
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
感
謝
に
堪
え
な
い
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
こ
れ
を
紹
介
す
る
た
め
に
は
、
紙
幅
の
足
ら
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な
い
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。

可

川
刊
兜
納
香

」
の
香
も
ま
た
『
庚
志
』
に
剰
固
に
生
ず
る
と
停
え

ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
唐
の
李
殉
の
『
海
薬
本
草
』
を
引
い
て

い

る

、

明

の

李

時

珍

の

『

本

草

綱

目

』

「

兜

納

香

(
巻
一
四
)
に
、

出
ニ
西
海
剰
圏
諸
山
こ
と
て
、

剰
園
と
と
も
に
翠
げ
て
い
る
西
海

』主

『
貌
略
』
に
こ
の
香
が
、
大
秦
固
に
出
づ
と
あ
る
の
に
よ
っ
た

も
の
で
、

『
康
志
』
に
は
剰
園
が
、
兜
納
香
の
産
地
と
し
て
翠
げ
ら

れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
の
兜
納
香
が
い
か
な
る
香
で
あ

る
か
は
‘
山
田
博
士
も
い
ま
だ
詳
ら
か
に
じ
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

『
後
漢
書
』
注
、

以
上
、

『
法
苑
珠
林
』
な
ら
び
に
『
太
卒
御
寛
』
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な
ど
に
引
か
れ
て
い
る
、
剰
固
に
関
す
る
『
賢
士
山
』
の
記
事
に
よ
っ

て、

『
賢
志
』
の
著
わ
さ
れ
た
時
代
に
、

「
剰
園
」
の
存
在
し
た
こ

と
、
し
か
し
て
そ
の
「
剰
」
が
、
「
膿
闘
」
「
傑
闇
」
の
「
腰
」
「
僚
」

と
と
も
に
、
「
票
」
を
聾
符
と
せ
る
同
音
の
字
で
、

い
ず
れ
も

H
V
Z
j

の
封
音
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

お
よ
び
こ
の
園
の
産
物
に
つ
い
て
、

首
時
中
国
人
の
関
心
を
も
っ
て
い
た
も
の
が
、
桐
肇
布
ま
た
は
撞
華

布
の
ご
と
き
織
物
類
や
、
難
舌
香
・
支
納
香
・
兜
納
香
な
ど
の
ご
と

き
呑
類
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。

的
珂
珠
貝

『太
卒
御
覧
』
(
巻
三
五
九
〉
に
、
「
康
志
目
。
剰
刃

園
出
ニ
桐
華
布
・
珂
珠
貝
・
支
香
・
難
舌
香
こ
と
見
え
る
「
割
刀
国
」

は
、
「
剰
園
」
と
同
じ
く
、

(
す
な
わ
ち
「
支

「
桐
華
布
」

納
香
」
)
「
難
舌
香
」
を
産
出
す
る
の
で
、
あ
る
い
は
「
剰
刃
園
」
の

「
刀
」
は
桁
字
で
、
そ
れ
は
「
剰
園
」
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
支
香
」

も
し
も
そ
う
だ
と
す
る
と
、
こ
の
園
は
、
貝
類
な
る
「
珂
珠
貝
」
を

産
出
し
た
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
こ
の
『
賢
志
』
が

い
つ
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
か
を
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

『
賢
志
』
の
撰
者
と
そ
の
撰
著
年
代

『
庚
志
』
の
撰
者
が
、
郭
義
恭
で
あ
る
こ
と
は
、
(
巷

三
四
)
経
籍
志
に
、
す
で
に
著
録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
か

つ
諸
書
に
引
く
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
『
郭
義
恭
賢
志
』
と
見
え
て
い

る
の
で
、
撰
者
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
疑
い
は
な
い
。
さ
れ
ど
清

の
挑
振
宗
の
『
陪
書
経
籍
志
考
詮
』

『
惰
書
』

(
各
三

O
〉
に
、

「
郭
義
恭
始

末
土
木
レ
詳
」
と
い
い
、
同
じ
く
文
廷
式
の
『
補
音
書
襲
文
志
』

(巻

五
〉
に
、

「
不
レ
詳
ニ
義
恭
何
時
人
こ
と
い
っ
て
い
る
ご
と
く
、
郭

義
恭
が
、
い
か
な
る
経
歴
の
人
で
あ
る
か
は
も
ち
ろ
ん
、

い
つ
の
時

代
の
人
で
あ
る
か
さ
え

い
ま
だ
明
ら
か
で
な
く
、

し
た
が
っ
て
こ
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の
書
の
成

っ
た
の
が
、
ど
の
時
代
で
あ
る
か
も
、
詳
ら
か
で
な
い
有

様
で
あ
る
。

か
つ
て
句
・

H
M
巾

-
-
F
O
仲
は
、

a
U
2
u内
ル
江
口
和
国
語
日
H
g
L
叩
の
}
阿
古
叩

g

H

ロ
門田叩

b

z

b
ロ
門
同
区
〈
H
H
H
O
臼

-rrww(NW岡
、
同

9
・

出
向
ロ
or

巴
O
A岨
昨

-
H
J
1
w

同

γ

口
N
)

の
う
ち
に
、

「
郭
義
恭
が
、
い
つ
の
時
代

の
人
で
あ
る
か
は
、
知
ら
れ
な
い
が
、

か
れ
の
『
賓
士
山
』
が
、
た
し

か
に
唐
の
時
代
以
前
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
の
は
、
す
で
に
そ
れ

ヵ:

『
情
書
』
鰹
籍
志
に
著
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ

て
い
る
。

か
よ
う
に
郭
義
恭
の
『
賢
志
』
は
、

『
惰
書
』
経
籍
志
に
著
録
さ



れ
て
い
る
の
で
、
唐
以
前
に
民
っ
た
も
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
晴

を
下
限
と
し
、
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
も
と
よ
り
の
こ

と
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
以
前
、
ど
こ
ま
で
遡
り
う
る
か
、
そ
の

上
限
は
、
可
申
-
-
F
Oけ

の
博
撃
を
も
っ
て
し
て
も
、

知
ら
れ
な
か
っ
た

と
(1) 見
菅え
代る
説。

と
そ 仰

の
批
判

し
か
る
に
中
園
で
は
、
明
清
時
代
に
、
す
で
に
郭
義
恭
を
も
っ
て
ー

し
た
が
っ
て
『
慶
志
』
の
成
っ
た
の

を
、
晋
代
の
こ
と
と
見
な
し
て
来
た
。
明
に
て
は
、
陶
宗
儀
の
『
説

も
っ
ぱ
ら
晋
の
人
と
見
な
し
、

学E
Lロ

(
弓
六
一
)
の
ご
と
き
が
、
こ
れ
で
あ
り
、
清
に
な
っ
て
は
、

(
巻
七
四
)
を
は
じ
め
、
丁
園
鈎

馬
園
翰
の
『
玉
画
山
房
輯
侠
書
』

(巻二一)、

『
補
青
書
義
文
志
』

の
『
補
菅
書
華
文
志
』

(
巻
一
ニ
〉
、
呉
土
鑑
の

『
補
晋
書
襲
文
志
』

秦
栄
光
の

『
補
音
書
鰹
籍
志
』
(
巻
一
二
)
、

い
ず
れ
も
既
定
の
事
買
の
ご

黄
逢
元
の

(
各
一
二
)
な
ど
、

品と
く
、
郭
義
恭
を
菅
人
と
見
な
し
て
来
た
。
そ
こ
で
か
れ
が
菅
人
で

あ
る
こ
と
に
、
疑
問
を
感
じ
た
文
廷
式
も
、
な
お
か
つ
「
今
姑
存

其
目
こ
と
て
、

か
れ
の

『
補
菅
書
饗
文
志
』
(
巻
五
〉
の
中
に
、
郭

義
恭
の
『
慶
志
』
を
収
録
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
き
れ
ば
卒
川
氏
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が
、
前
掲
の
ご
と
く
、

「
菅
の
郭
義
恭
の
慶
士
山
」
と
記
さ
れ
て
い
る

た
だ
こ
の
遁
読
に
従
わ
れ
た
ま
で
で
あ
ろ
う
P

で
は
遁
説
に
て
、
郭
義
恭
を
菅
人
と
見
な
し
た
の
に
は
、

の
も
、

、
ミ
:

1
v

カ
カ

る
根
壊
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
詳
ら
か
で
あ
る
と
は
い
え
な

い
に
し
て
も
、
す
で
に
膏
人
と
い
う
以
上
は
、
何
ら
か
そ
こ
に
操
り

ど
こ
ろ
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

強
い
て
こ
れ
を
求
め
る
と
し
た

ら
、
同
『
賢
志
』
が
『
惰
書
』
経
籍
志
の
中
に
著
録
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
の
、
序
次
の
先
後
か
ら
と
、
伽
『
慶
士
山
』
侠
文
の
内
容
の
検
討

か
ら
と
の
、
こ
れ
ら
二
貼
よ
り
ほ
か
に
は
、
現
貫
に
こ
れ
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
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同
ま
ず
『
賢
士
山
』
の
著
録
さ
れ
て
い
る
『
惰
書
』
経
籍
志
に
つ
い

て
、
こ
の
経
籍
志
が
、
晴
一
代
の
そ
れ
で
な
く
、
晴
以
前
の
経
籍
志

で
も
あ
る
こ
と
は
、

『
惰
書
』
経
籍
志
そ
の
も
の
の
成
立
を
考
え
る

な
ら
、
判
然
と
す
る
は
ず
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
『
陪
書
』
経
籍
志
は
、
今
日
一
般
に
、
唐
の
競

徴
ら
の
『
惰
書
』
の
中
の
経
籍
志
の
ご
と
く
見
な
さ
れ
て
い
る
け
れ

ど
、
競
徴
ら
に
よ
っ
て
、

太
宗
に
上
進
さ
れ
た

『
惰
書
』
は
、

貞
観
十
年
正
月
、

た
だ
五
帝
紀
・
五
十
列
停
か
ら
成

っ
た
だ
け
の
も
の

で
、
そ
れ
に
は
ム
l

志
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

し
た
が
っ

て
そ
の
中

央
経
籍
志
は
な
か
っ
た
。
こ
の
経
籍
志
は
、
子
志
寧
・
李
淳
風
・
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意
安
仁
・
李
延
毒
ら
が
、
貞
観
十
五
(
六
四
一
)
年
に
撰
し
、
太
宗

樹
後
、

顕
慶
元
(
六
五
六
)
年
五
月
に
、

長
孫
無
忌
の
名
に
お
い

て
、
高
宗
に
上
進
さ
れ
た
、

『
五
代
史
士
山
』
十
志
の
中
の
一
志
で
あ

か
よ
う
に
『
五
代
史
志
』
は
、
『
惰
書
』
と
、
そ
の
成
立
を

異
に
し
た
の
で
、
最
初
は
別
別
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
後

に
な
っ
て
雨
者
が
併
さ
れ
、
現
行
の
ご
と
き
形
を
と
る
に
至
っ
た
も

っ
た
。

の
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
、
こ
こ
に
い
う
「
五
代
」
と
は
、
何
を
指
す
の
で
あ
る

か
と
い
う
に
、
梁
・
陳
・
宵
・
周
お
よ
び
惰
の
五
代
で
、
唐
の
後
の

後
梁
・
後
唐
・
後
菅
・
後
漢
・
後
周
の
五
代
に
謝
し
て
、
こ
れ
を
前

の
五
代
と
稿
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
情
書
』
経
籍
志
と
い
っ
て
も
、
惰

一
代
の
そ
れ
を
意
味
す
る
も
の
で
な
く
、
前
五
代
の
時
代
に
存
在
し

た
経
籍
を
著
録
し
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ

て
こ
れ
に
著
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

Hvo--目
。
仲
の
い
う
が
ご
と
く
、

唐
以
前
に
あ
っ
た
も
の
に
相
違
な
い
が
、
精
し
く
い
え
ば
、
梁
・
陳
・

費
・
周
お
よ
び
晴
の
前
五
代
に
成
っ
た
も
の
と
、
前
五
代
以
前
、
す

な
わ
ち
南
朝
の
梁
以
前
、
北
朝
の
費
以
前
に
成
っ
て
、
首
時
に
存
在

し
た
も
の
と
が
、
牧
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
う
べ
き
で
あ
る
。

問
題
の
『
庚
志
』
二
巻
は
、
こ
の
経
籍
志
の
子
部
、
雑
家
類
の
中

に
て
、
音
の
張
華
の
『
博
物
志
』
十
巻
、

『
張
公
雑
記
』
一
巻
、
『
雑

し
か
し
て
郭
義
恭
が
、
伺

朝
の
人
で
あ
る
か
を
記
し
て
い
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
そ
の
前
の
張

記
』
十
一
巻
の
す
ぐ
っ
き
に
翠
げ
ら
れ
、

の
つ
ぎ
に
は
、

『
部
略
』
十
五
巻
、

『賢士山』

『
博
覧
』
十
三
巻
を
奉
げ
て
撰

華
と
同
じ
く
、
菅
人
と
見
な
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

者
を
一
示
さ
ず
、
そ
の
つ
ぎ
の
『
諌
林
』
五
巻
に
は
、
南
朝
の
賓
の
何

重
之
撰
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
前
の
郭
義
恭
を
菅
人
と
見
な
し
た

と
し
て
も
、
こ
の
貼
か
ら
は
、
矛
盾
を
感
じ
な
い
で
済
み
そ
う
で
あ

る

-96一

『
五
代
史
士
山
』
経
籍
志
の
後
に
出
た
、
後
五
日
の
劉
向
・
張
昭
遠
ら

の
『
奮
唐
書
』
人
巻
四
七
)
経
籍
志
に
は
、
『
慶
志
』
が
著
録
さ
れ

て
お
ら
ず
、
北
宋
の
欧
陽
惰
・
宋
郁
ら
の
『
新
唐
書
』
(
袋
五
九
〉

襲
文
志
に
至
っ
て
、
丙
部
、
子
類
、
雑
家
類
の
中
に
、
こ
の
『
贋
士
山
』

二
巻
が
見
え
る
。
そ
こ
に
は
こ
れ
が
、
晋
の
張
華
の
『
張
公
雑
記
』

一
巻
の
後
に
、
菅
の
雀
豹
の
『
古
今
注
』
三
巻
空
間
一
に
挿
ま
れ
て
い
一

る
の
で
、
郭
義
恭
を
音
の
人
と
見
な
す
に
は
、

一
そ
う
都
合
が
よ
さ

そ
う
に
思
わ
れ
よ
う
。

以
上
は
『
慶
士
山
』
が
『
惰
書
』
経
籍
士
山
、
す
な
わ
ち
『
玉
代
史
志
』

経
籍
志
、
な
ら
び
に
『
新
唐
室
亘
書
文
志
に
著
録
さ
れ
た
、
そ
の
先



後
の
序
衣
か
ら
、
菅
代
に
成
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
と
い
う
ま
で
に

す
ぎ
な
い
。
も
し
こ
の
よ
う
な
操
り
ど
こ
ろ
か
ら
、
郭
義
恭
を
菅
人

で
あ
る
と
の
説
が
起

っ
た
の
で
あ
る
と
い
う
な
ら

と
う
て
い
成
立

す
べ
く
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
の
は
、
経
籍
志
お
よ
び
禁
文
志
に
著
録
さ
れ
て
い
る
序
次

は
、
か
な
ら
ず
し
も
年
代
順
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
た
だ
そ
の
先

後
を
見
た
だ
け
に
て
、

『
贋
志
』
の
成

っ
た
年
代
、

し
た
が

っ
て
郭

義
恭
の
生
存
年
代
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す

な
わ
ち

『
階
書
』
経
籍
志
で
は
、
菅
の
張
華
の
『
博
物
志
』
十
巻

の
前
に
、
そ
の
後
に
翠
げ
ら
る
べ
き
は
ず
の
梁
の
元
帝
の
『
金
綾
子
』

二
十
巻
が
あ

っ
た
り
、
斉
の
何
望
之
の
『
諌
林
』
五
巻
の
後
に
、

の
前
に
成

っ
た
劉
宋
の
泡
泰
の
『
古
今
善
言
L

三
十
巻
が
あ

っ
た
り

す
る
ご
と
く
、
ま
た
『
新
'唐
書
』
義
文
志
に
お
い
て
も
、
『
惰
書
』

経
籍
志
の
場
合
と
同
様
、
晋
の
張
華
の
書
の
前
に
、
後
に
出
た
劉
宋

の
浩
泰
の
も
の
が
あ

っ
た
り
す
る
よ
う
に
、
著
録
の
順
序
は
、
か
な

ら
ず
し
も
そ
の
書
の
成
立
年
代
順
で
も
な
け
れ
ば
、
撰
者
の
生
存
時

代
順
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
排
列
に
は
、

一
定
の
標
準
を
見
出

J

e

、‘・-
、。

ートカ
+
h
L
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『
贋
志
』
が
、

『
惰
書
』
経
籍
志
の
中
に
著

か
よ
う
な
わ
け
で
、

録
さ
れ
て
い
る
、
そ
の
序
次
の
先
後
か
ら
で
は
、
そ
の
書
が
菅
代
に

ま
た
そ
の
撰
者
郭
義
恭
が
、
菅
の
人
で

成

っ
た
も
の
で
あ
る
と
も
、

あ
る
と
も
、
断
じ
え
な
レ
と
す
れ
ば
、
菅
代
読
は
、

一
た
い
何
に
基

づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

ω著
録
の
序
次
に
、
音
代
説
の
擦
り
ど
こ
ろ
が
見
出
せ
な
い
と
す

る
と
、

つ
ぎ
に
は
『
慶
志
』
侠
文
の
内
容
を
検
討
す

る
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
根
擦
を
護
見
す
る
よ
り
は
か
な
い
で
あ
ろ
う。

清
の
文
廷
式
の
『
補
菅
書
義
文
志
』
(
巻
五
)
に
、
郭
義
恭
の
『
慶

「
按
類
緊
・
室
田
紗
・
文
選
注
諸
書
。
稿
引
至

志
』
二
巻
を
翠
げ
て
、

-97-

多
。
皆
菅
以
前
事
」
.
と
レ

っ
て
い
る
ご
と
く
、

唐
の
欧
陽
詞
ら
の

Y J 

『
襲
文
類
緊
』
、
虞
世
南
の
『
北
堂
書
紗
』
、
李
善
の
『
文
選
注
』
な

ど
に
見
え
る
、

輯
侠
書
』

『
庚
士
山
』
の
侠
文
を
は
じ
め
、
そ
の
他

『
玉
画
山
房

(
巷
七
四
〉
所
牧
の
『
慶
志
』
に
枚
載
さ
れ
た
、
そ
の
他

の
書
に
引
か
れ
て
い
る
、

そ
れ
ら
の
侠
文
を
検
す
る
と
、

そ
の
内
容

は

い
ず
れ
も
菅
以
前
の
こ
と
を
記
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

は
た
し
て
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と

そ
の
書
を
著
わ
し
た
も
の

は
、
少
く
と
も
菅
代
に
生
存
し
た
人
で
、

そ
れ
以
前
の
事
を
書
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
菅
代
説
の

起

っ
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
、
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
か
も
し
れ
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ナ
ん
しと

こ
ろ
が
こ
れ
に
つ
し
て
、
注
意
す
べ
き
『
'
庶
士
山
』
の
侠
文
が
、

後
細
腕
の
都
道
元
の
『
水
経
注
』

(
各
一
五
)
な
ら
び
に
北
宋
の
李
肪

ら
の
『
太
卒
御
覧
』
(
巻
九
八
四
〉
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、

「
贋
志
目
。
腕
魚
整
如
二
小
児
吋
有
-
一
四
足
吋
形
如
レ
娘
。
可
-
一
以

挙
手
(
恥
明
日
手
)
。
出
ニ
伊
水
一
也
。
司
馬
一
雲
市
コ
之
人
魚
プ
改
其

著
史
記
日
。
始
皇
'
ザ
之
葬
也
。
以
ニ
人
魚
之
一
骨
一局
ニ其
燭
一也
。
徐

贋
日
。
人
魚
似
レ
鮎
而
四
足
。
卸
腕
魚
也
。」

と
あ
る
も
の
、
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
「
徐
底
日
」
に
緊
る
の
が
、「人

魚
似
レ
鮎
而
四
足
L

ま
で
で
あ
る
こ
と
は
、
前
漢
の
司
馬
濯
の
『
史

記』

(
巻
六
〉
秦
始
皇
本
紀
に
、
始
皇
帝
を
郎
山
に
葬

っ
た
と
き
、

「
以
-
一人
魚
菅
一局
レ
燭
」
と
あ
る
「
人
魚
」
に
注
し
て
、
劉
宋
の
裳

個
の

『
史
記
集
解
』
に
は
、

「
徐
底
日
。
人
魚
似
鮎
四
足
」
と
見
え

て
い
る
か
ら
で

そ
の
つ
ぎ
の
「
印
税
魚
、
也
」
は
、
徐
庚
を
引
い
た

「臨
時
士
官
の
撰
者
郭
義
恭
の
説
明
文
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

郭
義
恭
の
『
康
志
』
に
、
徐
贋
の
世
一日
を
引
い
て
い
る
限
り
、

志
』
が
徐
魔
の
書
よ
り
後
に
出
来
た
こ
と
は
、
疑
う
べ
く
も
な
い
。

い
つ
成

っ
た
も
の
で
あ
る
か
を
明
ら
か

し
た
が

っ
て
徐
慶
の
書
が
、

『
賢
志
』
撰
著
年
代
の
上
限
を
知
る
こ
と
に
な
り
、

に
す
れ
ば

れ
に
よ

っ
て、

『
由
民
士
官
が
育
代
に
成

っ
た
と
見
な
し
う
る
か
ど
う

か
が
、
判
然
と
す
る
こ
と
と
な
ろ
う。

そ
こ
で
『
賢
志
』
佼
文
の
内

容
の
検
討
か
ら
、
『
賢
志
』
を
耳
目
代
に
成
っ
た
も
の
と
見
な
す
説
が
、

是
で
あ
る
か
否
で
あ
る
か
の
最
後
の
決
定
は
、

る
徐
由
民の

『
史
記
音
義
』
の
撰
著
年
代
の
究
明
に
待
た
な
け
れ
ば
な

つ
ぎ
に
試
み
ん
と
す

ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

川

w
昌
明
士
ル
』
撰
若
年
代
の
上
限
と
、
徐
慶

『
史
記
音
義
』

徐
庭
の
書
は
、
劉
宋
の
家
個
の
『
史
記
集
解
』
の
序
に
、

研
司
核
衆
本
吋
箆
作
二
音
義
こ
と
い

っ
て

い
る
、

『
史
記
』
の
守
音
義
』

『
史
記
音
義
十
二

「
徐
魔
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で
、
そ
れ
は
『
惰
書
』

(
記
竺
三
ニ
)
経
籍
志
に

巻
。
宋
中
散
太
夫
徐
野
民
撰
」
と
著
鋒
し
て
い
る
も
の
、

る
。
『
惰
書
』
経
籍
志
に
、
徐
貨
を
徐
野
民
と
呼
ん
で
い

る
わ
け
は
、

こ
れ
で
あ

底
の
名
が
、
隔
の
煽
帝
の
詩
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
を
避
け
て
、

字
の
野
民
を
用
い
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

『庚

t土
徐
贋
の
9 

史
記
""-
日

義
』

は

「
新
唐
書
』

『奮
唐
室
百
』

(
巻
四
六
)
経
籍
志
に

(
巻
五

「
史
記
音
義
十
三
巻
。
徐
底
撰
」
と
し
、

入
)
菰
主
文
士
心
に
は

「
徐
贋
史
記
音
義
十
三
巻
」
に
作
り
、

『
惰
書
』

の
徐
野
民
を
徐
買
に
改
め
、

『
惰
霊
園
』
の
十
二
巻
を
十
三
巻
と
し
て

-'--

レ
る
。
徐
野
民
を
徐
庭
と
し
た
の
は
、
唐
代
で
は
、
も
は
や
惰
議
を



避
け
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
十
二
巻
を
十
三
巷
と

い
か
な
る
理
由
で
あ
る
か
、

し
た
の
は

レ
ま
だ
詳
ら
か
で
な
い
。

が
、
唐
代
に
て
は
十
三
巻
と
認
め
ら
れ
て
い
た
と
見
え
、
雨
唐
志

の
ほ
か
、
司
馬
貞
の
『
史
記
索
際
』
序
に
も
、
張
守
節
の
『
史
記
正

義
』
に
も
、
と
も
に
十
三
巻
と
し
て
し
る
。
た
だ
『
史
記
索
隠
』
後

序
に
は

『
徐
鷹
作
ニ音
義
一
十
巻
一』

と
見
え
て
い
る
が
、
宋
代
に

な
る
と
、
鄭
樵
の
『
通
志
』

(
径
六
五
)
に
は
、

『
惰
書
』
経
籍
志

に
よ

っ
て
、

『
史
記
音
義
』
を
十
二
巻
と
し
て
い
る
の
が
あ
る
と
と

も
に
、

王
尭
臣
ら
の
『
崇
文
総
目
』

(
巻
二
)
の
ご
と
き
は

を
九
巻
に
作

っ
て
い
る
。

か
よ
う
な
わ
け
で
、

「
未
レ
知
ニ
執
是
こ

と
、
清
の
謝
啓
昆
の
『
小
翠
考
』
に
も
、
い
っ
て
レ
る
わ
け
で
あ
る
。

わ
た
く
し
の
考
え
で
は
、
も
し
こ

の
酋
時
、

『史
記
音
義
』
が

徐
贋
の
著
わ
し
た
軍
行
本
の
形
で
現
存
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
な

ら
、
か
く
の
ご
と
く
巻
数
が
直
匝
に
侍
え
ら
れ
て
い
る
は
ず
は
な
さ

そ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
で
な
い
の
は
、
装
闘
加
の
『
史
記
集
解
』

が
成
る
や
、
徐
貨
の
『
史
記
音
義
』
が
、
『
史
記
』
の
各
篇
の
相
首

箇
慮
に
、
注
と
し
て
散
入
さ
れ
た
が
た
め
、
貨
く

一
般
に
行
わ
れ
た

牢
面
、
軍
行
本
の
形
で
停
わ
ら
な
か

っ
た
か
ら
こ
そ
、
も
と
の
巻
数
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が
判
然
と
せ
ず
、

そ
の
た
め
匿
匿
の
説
が
生

じ
た
の
で
な
か
ろ
う

か
、
と
思
わ
れ
る
。

徐
慶
の
『
史
記
音
義
』
は
、

か
く
の
ご
と
く
『
史
記
』
の
注
で
あ

る
が
ゆ
え
に
、
ま
た
『
史
記
注
』
と
も
稽
せ
ら
れ
た
。
文
廷
式
の
『
補

音
書
華
文
志
』
(
巻
五
)
の
郭
義
恭
の
『
賢
志
』
の
僚
に
、

『
賢
志
』

に
引
く
「
徐
贋
」
を
、

『
徐
賢
史
記
注
』
と
解
し
て
い
る
の
は

V 

」

の
た
め
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
『
徐
賢
史
記
音
義
』
の
ほ
か
に
、
別

に
『
徐
贋
史
記
注
』
と
い
う
が
ご
と
き
も
の
が
あ
っ
た
と
は
、
い
ま

だ
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

れ

こ
こ
に
重
要
な
こ
と
は
、
郭
義
恭
の
『
由
民
志
』
に
、
徐
庭
の

『
史

記
音
義
』
を
引
レ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
限
り
、
『
史

記
音
義
』
は
、
『
康
志
』
よ
り
以
前
に
成

っ
た
も
の
に
相
違
な
く
、

し
た
が

っ
て
徐
貨
は
、
郭
義
恭
よ
り
は
以
前
の
人
か
、
少
く
と
も
同

-99ー

時
代
の
先
輩
で
あ

っ
た
に
違
い
な
い
こ
と
と
な
る
。
こ
こ
に
お
い
て

郭
義
恭
の
生
存
年
代
が
、
惰
を
下
限
と
し
て

そ
の
上
限
を
い
つ
に

求
む
べ
き
か
、

ま
た
『
由
民
志
』
の
成

っ
た
の
が
、

ど
の
時
代
で
あ

っ

h

-

論

争
h
A
μ

そ
れ
ら
を
知
る
た
め
に
、

徐
慶
が
、

い
つ
の
人
で
あ
り
、

『史
記
音
義
』
が
、

ど
の
時
代
に
成

っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要

が
生
じ
る
。

徐
慶
の
『
史
記
音
義
』
が

い
つ
成

っ
た
か
に
つ
い
て
、
比
較
的
古
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く
こ
れ
を
見
て
い
る
も
の
は
、
晋
代
だ
と
い
い
、
比
較
的
新
し
く
こ

れ
を
踏
ん
で
い
る
も
の
は
、
宋
代
だ
と
い
う
。
菅
代
と
見
て
い
る
も

の
に
は
、
腐
の
司
馬
貞
の
『
史
記
索
隠
』
の
序
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ

「逮レ
至
ニ
菅
末
吋

有
ニ中
散
大
夫
東
莞
徐
庭
吋
始
考
=異
同
吋

れ
ば
、

作
ニ音
義
十
三
谷
こ
と
て
、
『
史
記
音
義
』
の
成

っ
た
の
を
、
菅
代
、

と
く
に
「
菅
末
」
と
見
な
し
て
レ
る
。
こ
れ
を
劉
宋
の
と
き
成

っ
た

と
見
な
し
て
い
る
も
の
に
は
、
肱
述
の
ご
と
く
、

巻
。
宋
中
散
大
夫
徐
野
民
撰
」
と
せ
る
、

『
惰
書
』
縦
籍
志
が
あ
る
。

「
宋
中
散
大
夫
徐

「
史
記
音
義
十
二

」
れ
と
同
様
に

『
史
記
禁
隠
』
の
後
序
に
も
、

贋
作
ニ
音
義
一

十
巻
こ

と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
史
記
音
義
L

の
成

っ
た
の
を
劉
宋
と
見
な
し
て
、
清
の
話
崇
岐
の
『
揃
宋
書
婆
文

士
ル
』
に
は

」
れ
を
牧
め
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
る。

そ
こ
で

『
史
記
音
義
』
の
成

っ
た
の
は
、
晋
代
と
宋
代
と

、
‘
rh

し
」
9

れ
と
見
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
徐
蹟
の
停
を
調
べ

て
み
る
必
要
が
あ
る
。
徐
臨
臓
の
侍
は
、
唐
の
房
玄
齢
ら
の
可
音
書
』

か
れ
は
晋
人

(
巻
八
二
〉
に
見
え
る
の
で
、

こ
の
軸
か
ら
い
う
と
、

と
帯
し
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
か
れ
の
俸
は
、
ま
た
梁

の
沈
約
の

『
宋
書
』
(
巻
五
五
)
に
も
載

っ
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
か

ま
た
宋
人
で
あ
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う。

れ
は
、

と
い
う

こ
と

は
、
か
れ
が
晋
末
か
ら
宋
初
へ
か
け
て
、
生
存
し
て
レ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

か
れ
の
生
存
年
代
が
、
菅

・
宋
南
代
に
跨
っ
て
い
た
こ
と
は
、
f】

れ
が
「
元
嘉
二
年
卒
。
時
年
七
十
四
」
と
『
宋
室
蘭
』
に
あ
る
の
で
、

東
菅
の
穆
帝
の
永
和
八
(
三
五
一
一
)
年
か
ら
、
劉
宋
の
文
帝
の
元
嘉

二
(
四
二
五
〉
年
ま
で
の
七
十
四
年
間
に
及
ん
で
い
る
こ
と
で
、
明

ら
か
で
あ
る
。

し
か
し
て
菅
が
亡
ん
で
、
宋
が
起

っ
た
の
は
、
永
初

元
(
四
二

O
〉
年
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

か
れ
は
七
十
四
年
の
生
涯

中
、
大
部
分
を
菅
の
時
代
に
迭
り
、
晩
年
だ
け
を
宋
の
時
代
に
生
き

-100ー

な
が
ら
え
て
い
た
と
レ
え
る
。

菅
宋
雨
代
に
わ
た
り
生
存
し
て
い
た
か
れ
は
、
雨
刺
に
仕
え
た
の

で
、
雨
朝
の
列
俸
に
俸
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

『
音
量
百
』
徐

賢
憾
に
よ
れ
ば

か
れ
は
沼田の
秘
書
監
に
ま
で
な

っ
た
の
で

「
五
同

乃
菅
室
遺
民
也
」
と
思

っ
て
い
た
よ
う
に
侍
え
ら
れ
て
レ
る
が
、

武
帝
は
詔
し
て
、
tJ、
れ
を
中
散
大
夫

翠
げも
て ZE
い三
るノ】

の，----.，
四

で ー
あ六

「 るとコ
宋。。年

中こ

「
{
水
害
』
の
そ
れ
に
は
、

宋
が
興
る
や
、

れ
『
惰
書
L

経
籍
志
お
よ
び
『
史
記
索
隠
』
後
序
な
ど
に
、

散
大
夫
徐
賢
」
と
見
え
る
ゆ
え
ん
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
ゆ
え

「
逮
レ
至
ニ
菅
末
ヱ
タ
一
中
散
大
夫
東
莞
徐
厨
一」

『
史
記
索
隠
』
序
に
、



と
い

っ
て
い
る
の
は
、
誤
り
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、

徐
慶
が
中
散
大
夫
と
な

っ
た
の
は
、
菅
末
で
は
な
く
、
劉
宋
に
な

っ

て
後
の
こ
と
だ
か
ら
。

か
れ
が
義
照
十
二
(
四
一
六
)
年
に

『
菅
紀
』
四
十
六
巻
を
撰

し
て
、
こ
れ
を
東
菅
の
安
帝
に
上
っ
て
い
る
こ
と
は
、

書
』
の
雨
本
停
に
見
え
て
い
る
の
に
、
『
史
記
音
義
』

『
音
書
』
『
宋

(
も
し
く
は

『
史
記
注
』
)
を
作

っ
た
こ
と
が
、
雨
俸
の
ど
こ
に
も
載
せ
ら
れ
て

レ
な
い
の
は
、

書
き
漏
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
な
い
限
り
、
ど
の
朝
廷

も

」
れ
を
上
ら
な
か

っ
た
た
め
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

す
で
に
徐
貨
が
中
散
大
夫
と
な

っ
た
の
は
、
晋
末
で
は
な
く
宋
に

し
か
し
て
『
情
書
』
経
籍
志
や
『
史
記
索
隠
』

後
序
な
ど
に
、
い
ず
れ
も
『
史
記
音
義
』
を
も

っ
て
、
宋
の
中
散
大

夫
徐
慶
の
撰
と
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
か
れ
と
同
時
代
の
後
輩

「
故
中
散
大
夫
東
莞

な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、

な
る
裳
閥
、
が

そ
の
『
史
記
集
解
』
の
序
に
、

徐
度
。
研
コ
核
衆
本
吋
矯
作
ニ音
義
こ
云
云
と
い

っ
て
い
る
の
で
、

徐
魔
の
『
史
記
音
義
』
は
、

た
と
い
晋
末
か
ら
着
手
さ
れ
て
い
た
に

せ
よ
、
宋
の
中
散
大
夫
徐
慶
の
撰
で
あ
る
限
り
、

そ
の
成
っ
た
の

は
、
菅
代
で
は
な
く
て
、
宋
に
入

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
と
見
な
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す
べ
き
で
あ
ろ
う。

か
よ
う
に
徐
賓
の
『
史
記
音
義
』
が
、
宋
に
至

っ
て
成

っ
た
も
の

と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
引
い
て
レ
る
郭
義
恭
の
『
慶
士
山
』
は
、

と
う
て

い
管
代
に
成

っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う。

こ
れ

わ
た
く
し
が
、
陶
宗
儀
・
馬
園
翰
を
は
じ
め

丁
園
鈎
・
秦
築
光

呉
士
鑑
・
黄
逢
元
ら
が
、

い
ず
れ
も
既
定
の
事
貰
の
ご
と
く
、
郭
義

恭
を
菅
人
と
見
な
し
、
そ
の
『
廉
士
山
』
の
成

っ
た
の
を
育
代
と
見
な

し
て
い
る
通
説
に
、
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

か
く
て
郭
義
恭
が
、
菅
の
人
で
な
い
と
す
れ
ば
、

膿

い
つ
の

人
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
『
麿
志
』
が
、
菅
の
時
代
に
成

っ
た
も
の
で

-101-

な
い
以
上
、
い
つ
成

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
賢
志
』
の
成

っ
た
上
限
は
、
そ
れ
が
徐
慶
の

『
史
記
音
義
』
の

成

っ
た
劉
宋
を
遡
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
て

「
史
記
音
義
』

の
成

っ
た
の
は
、
徐
賓
が
、
宋
の
中
散
大
夫
で
あ

っ
た
と
き
の
こ
と

で
、
そ
れ
が
武
帝
の
永
初
元
(
四
二

O
)
年
か
ら
、
文
帝
の
元
嘉
二

(
四
二
五
)
年
.ま
で
の
間
で
あ

っ
た
以
上
、
大
韓
か
ら
い

っ
て
、
四

二
0
年
代
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
『
康
志
』
の
成

っ
た

四
二

0
年
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
ら
ば
『
賢
志
』

の
属
っ
た
下
限
は
、
唐
以
前
に
お
い
て
、
い
つ
で
あ
る
と
い
え
る
で

上
限
は
、

あ
ろ
う
か
。
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同
『
慶
志
』
撰
若
年
代
の
下
限
と
、
都
道
元

『
水
経
注
』
お
よ
び
劉
孝
標
可
世
説
注
』

『
康
志
』
の
成

っ
た
下
限
は
、

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

そ
れ
が
『
惰
書
』
経
籍
志
に
見
え

七
世
紀
初
葉
の
陪
代
と
見
な
さ
れ
て
来
た
。

も
し
そ
う
だ
と
す
る
と

上
限
の
五
世
紀
前
半
と
、
下
限
の
七
世
紀

初
葉
と
の
聞
に
は
、
二
世
紀
近
く
も
隔
た
り
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
で
は
あ
ま
り
隔
た
り
す
ぎ
る
の
で
、
も

っ
と
こ
れ
を
縮
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
「
惰
書
』
鰹
籍
志
以
前
に

お
い
て
、

『騎
士
官
を
引
用
し
て
い
る
書
の
う
ち
で
、
成
立
年
代
の
も

っ
と
も
古
い
も
の
に

い
か
な
る
も
の
が
あ
る
か
を
、
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

『
臨
同
士
山
』
が
、

そ
れ
に
引
用
さ
れ
て
い

と
い
う
の
は
、

る
、
そ
の
も

っ
と
も
古
い
書
よ
り
も
、

さ
ら
に
古
い
と
い
う
こ
と
に

な
り

そ
の
年
代
が
、

『
賢
志
』
成
立
年
代
の
下
限
と
な
る
か
ら
で

あ
る
。そ
こ
で
『
玉
函
山
房
鴨
侠
書
』
所
牧
の
『
魔
士
山
』
に
つ
い
て
、
引

用
蓄
の
も

っ
と
も
古
い
も
の
を
検
索
す
る
に
、
少
く
と
も
そ
の
一
つ

と
し
て
、
開
巻
努
頭
に
引
い
て
い
る
、
後
貌
の
都
道
元
の
『
水
経
注
』

が
自
に
つ
く
で
あ
ろ
う
。

後
貌
と
い
え
ば

北
朝
の
最
初
の
王
朝

で、

『
魔
士
山
』
の
成
っ
た
上
限
な
る
、
南
朝
の
最
初
の
王
朝
で
あ
る

劉
宋
と
同
時
代
か
、
少
く
と
も
そ
れ
よ
り
あ
ま
り
距
ら
な
い
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

登
園
三
(
三
八
六
)
年
よ
り
興

っ
た
後
貌
は
、
永
田
一
三
(
五
三
四
)

年
に
亡
ん
だ
の
に
封
し
、
永
初
元

(四
二
O
)
年
に
菅
に
代

っ
て
立

っ
た
宋
は
、
昇
明
三
(
四
七
九
)
年
に
斧
の
代
と
な

っ
た
。
そ
れ
ゆ

え
後
視
は
、

宋
が
亡
ん
で
後
、

な
お
五
十
五
年
も
績
い
て
い
る
の

で
、
そ
の
聞
に
南
朝
で
は
、
済
(
四
七
九
|
五
O
一
)
を
紐
て
、
梁

(五

O
二
l
五
五

O
)
の
時
代
と
な

っ
て
い
る
。
さ
れ
ば
『
水
鰹
注
』

の
成

っ
た
の
が
、

北
朝
の
後
説
の
時
代
で
あ
る
と
し
て
も
、

南
朝
に
す
る
と
、
宋
よ
り
『
背
を
経
て
、梁
に
ま
で
及
ん
で
レ
る
の
で
、

」
れ
を

n
L
 

ハU
4
E
ム

『
由
民
志
』
成
立
の
下
限
を
求
め
る
た
め
に
は

『
水
経
注
』
が
、
後

説
の
時
代
の
、

い
つ
成

っ
た
の
で
あ
る
か
。

」
れ
を
南
朝
に
す
る

と
、
宋

・
湾
お
よ
び
梁
の
、

い
ず
れ
の
時
代
に
首
る
か
。
こ
れ
を
明

ら
か
に
す
る
を
要
す
る
。

『
水
経
注
』
の
成

っ
た
年
代
に
つ
い
て
、
卒
川
氏
は
、

「
水
経
注

は
、
南
北
朝
時
代
の
宋
(
四
二

O
l
四
七
九
)
の
時
の
編
纂
と
い
わ

れ
、
別
の
侠
文
に
、
文
帝
の
元
嘉
二
十
三
(
四
四
六
)
年
に
僅
和
之

が
林
邑
を
破

っ
た
記
事
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

そ
れ
以
後
の
撰
述
と

考
え
ら
れ
て
い
る
」

(
前
掲
論
叢
、
頁
一
七
九
〉
と
述
べ
ら
れ
て
い



『
慶
志
』
の
成
っ
た
下
限
は
、
大

盤
、
五
世
紀
後
宇
の
宋
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
し
か
し
て

る
。
も
し
も
そ
う
だ
と
す
る
と
、

そ
の
上
限
は

四
二

0
年
代
で
あ
る
の
で
、

『
慶
志
』
の
成

っ
た
の

は
、
五
世
紀
の
宋
代
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、

『
水
経
注
』
が
、
「
南
北
朝
時
代
の
宋
の
編
纂
」

で
あ
る
と
い
う
の
は
、
何
に
接
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
水
鰹
注
』

の
著
者
鄭
道
元
の
俸
は
、

(
巻
入
九
)
お
よ
び
『
北
史
』

『
親
書
』

(
巻
二
七
)
に
あ
る
も
、

」
れ
ら
に
は
、
そ
の
生
卒
年
を
載
せ
て
い

:、
0

1

J
h
H
L

，刀

の
本
俸
に
、

か
れ
が
「
途
矯
エ
(
粛
)
賓
貸

『
調
書
』

所
長
口
。

と
見
え
る
の
で
、
同
書
(
巻
五
九
)

死
ニ
於
陰
盤
騨
亭
こ

稽
賓
品
貝
俸
を
検
す
る
と
、
後
視
の
孝
明
帝
の
孝
昌
三
(
五
二
七
)
年

十
月
に
、
都
道
元
が
、
粛
貫
貨
の
た
め
に
殺
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

『
水
経
注
』
が
、

五
世
紀
の
宋
代
に
成

っ
た
と
し
て
は
、
少
し
遡
り

す
ぎ
は
し
な
い
か
。

H
N
・
の
・
冨
同

Y
B
E
H
の
ご
と
き
は
、
E

の
F
0
5
F
阿
内

5
m
吋ロ
r
o
c

ロ
O
B唱
。
白
血
仏
百

ω
N
J
可
〉
・
ロ
・
3

(
入
山
苫
町
礼
町
唱
え

h
s
h
と
お
芯
円
。
~
。
遣
問
的

N
S

忌
問
、
む
司
、
同
b
h
H
・

(
U』
w
h
N
S
h
v
h
N
・

戸
田

r
o
H角川
w

〈
o
H
.
H
.

巳
〉
と
し
て
い
る
が
、

]
戸
市

V
N
U可

w
-
u
・

五
二
七
年
は
、
臨
道
元
の
死
ん
だ
年
で
、
『
水
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経
注
』
が
成

っ
た
の
は
、
そ
れ
以
前
に
相
違
な
い
。

し
か
ら
ば
五
二

七
年
以
前
で
、

い
つ
ご
ろ
成

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

「
〉
ロ

2
5
2白
ロ
は
、

そ
の
卒
年
か
ら
推
し
て

そ
の
成

っ
た

の
を
入
門
凶
寄
与
門
古
〈
H
O

師
同
庁
]
印
V

(

N
W
岡
、
同
0
・w

]「。Nω
・

国
白
ロ
or

計
-
凶
M
H
H
F
E
γ

区品
u
N
H
C
)

の
ご
と
く
、
六
世
紀
初
葉
と
見
な
し

て
い
る
が
、

さ
ら
に
精
し
く
か
れ
の
俸
を
検
討
し
て
、
六
世
紀
初
葉

を
も

っ
と
限
定
し
た
も
の
に
、

丁
山
の
「
郎
翠
考
序
目
」
(『
闘
立
中

央
研
究
所
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
上
海
、

一
九
三
三
、
第
三
本
第

(「
東
洋
史
研
究
』
京
都
、

三
分
)
、
森
鹿
三
博
士
「
鄭
道
元
略
停
」

一
九
四
て
六
巻
二
親
、
頁
五
六
l
五
七
)
お
よ
び
小
尾
郊
一
博
士

『
中
国
文
撃
に
現
わ
れ
た
自
然
と
自
然
観
』
(
東
京
、
一
九
六
二
、

。J
A
リ
唱
Eム

頁
四
五
九
l
四
六
O
)
な
ど
が
あ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
、
多
少
の

精
粗
異
同
が
な
い
わ
け
で
な
い
が
、

史
料
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の

で
、
大
差
の
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
。

す
な
わ
ち
鄭
道
元
は
、
延
昌
四
(
五
一
五
)
年
、
東
刑
州
刺
史
に

任
ぜ
ら
れ
て
、
間
も
な
く
克
ぜ
ら
れ
て
か
ら
(
『
北
史
』
本
俸
、
『
水

経
注
』
巻
二
九
、

比
水
注
〉
、

正
光
五
(
五
二
四
〉
年
河
南
安
に
任

ぜ
ら
れ
る
ま
で

q
周
書
』
越
粛
停
)
、
約
千
年
ほ
ど
の
聞
に
、

=司

水

経
注
』
を
著
わ
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
『
水
経
注
』

序
に
、
「
矯
以
レ
多
レ
暇
。
空
傾
ニ
歳
日
吋
轍
注
-
示
経
吋
布
引
慶
前
文
-」



340 

と
あ
る
の
が

そ
の
と
き
の

こ
と
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
約
十
年
間
を
、

さ
ら
に
縮
め
る
よ
う
な
史
料
は
な
い
と
い
っ
て
よ

し、。
か
よ
う
な
わ
け
で
、
今
日
も

っ
と
も
信
頼
し
う
る
限
り

『
水
経

注
』
の
成

っ
た
の
は
、
後
視
の
延
昌
四

(
五
一
五
)
年
か
ら
正
光
五

(
五
二
四
)
年
ま
で
の
約
十
年
間
に
求
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
も

し
そ
の
概
数
を
翠
げ
る
な
ら
、
そ
の
中
間
に
近
い
五
二

O
年
を
取

っ

と
い

っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
し

て
、
そ
の
前
後
ご
ろ
成

っ
た
、

か
る
と
き
は
、
卒
川
氏
の
暴
け
ら
れ
た
元
嘉
二
十
三
(
四
四
六
)
年

は
、
五
二

O
年
前
後
か
ら
は
、
七
十
四
年
前
後
、
以
前
の

こ
と
と
な

そ
の
こ
ろ
都
道
元
が
、

生
存
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
け
だ
し
了
山
に
よ
る
と
、
郎
道
元
の
生
れ
た
の
は
、
後
貌
の
搬

っ
て
、

文
帝
の
皇
輿
元
(
四
六
七
)
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
も
し
こ

れ
が
事
買
に
近
い
と
す
れ
ば
、
五
二
七
年
に
か
れ
が
殺
さ
れ
た
と
き

は
、
六
十
一
歳
に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

か
く
て
『
水
粧
注
』
の
成

っ
た
の
を
、
五
二

O
年
前
後
と
考
え
る

と
、
そ
れ
は
北
朝
の
貌
の
孝
明
帝
の
正
光
元
年
前
後
で
あ
り
、
南
朝

で
は
、
梁
の
武
帝
の
普
通
元
年
前
後
に
嘗
る
。
そ
れ
ゆ
え
臨
遵
元
は
、

北
朝
の
最
初
の
後
競
の
人
で
あ
り
、
そ
の
著
な
る
『
水
艦
注
』
は
、

後
親
の
時
代
に
成

っ
た
も
の
で
あ
る
が

そ
の
年
代
は
、
南
朝
の
最

初
な
る
宋
の
時
代
で
は
な
く
、
棺
月
を
経
て
、
梁
の
時
代
に
な

っ
て
か

ら
、
間
も
な
い
と
き
の
こ
と
と
な
る
。

さ
れ
ば
こ
の
『
水
経
注
』
に
引
か
れ
て
い
る
、
郭
義
恭
の
『賢
志
』

は
、
『
水
経
注
』
の
成

っ
た
五
二
O
年
前
後
の
梁
初
よ
り
以
前
に
著

わ
さ
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
『
賢
志
』
を
引
い
て
い
る

室
百
の
、
っ
ち
で

五
二

O
年
前
後
ご
ろ
に
成

っ
た
『
水
鰹
注
』

が
、
も

っ
と
も
古
い
も
の
と
見
な
さ
る
限
り
、
『賢
志
』
の
撰
著
年
代
の
下
限

は
、
五
二

O
年
前
後
ご
ろ
の
梁
初
で
あ
る
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。

-104-

『
玉
函
山
房
瞬
侠
書
』

(
巻
七
四
)
所
牧
『
賢
志
』
の
引
用
書
目

中
で
は
、

司
水
経
注
』
が
も
っ
と
も
古
い
が
、
清
の
沈
家
本
の
『
古

霊園目
四
種
』
第
二
編
『
世
説
注
』
所
引
書
自
の
う
ち
に
は
、
『廃
志
』

を
翠
げ
て
、
そ
れ
が
汰
修
篇
に
見
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
こ
で
劉
宋
の
劉
義
慶
の
『
位
説
』
の
汰
修
篇
を
検
す
る
と
、
本
文

の
「
珊
瑚
」

に
謝
し
て
、

梁
の
劉
孝
標
は
、
「
賢
志
日
。

珊
瑚
大
者
、

可
レ
矯
ニ
車
軸
こ
と
注
し
て
い
る
。

『
壬
函
山
房
輯
侠
書
』
の
『
賢
志
』
に
は
、

『
世
説
注
』
か
ら
は

引
い
て
い
な
い
が
、
北
宋
の
李
肪
ら
の
『
太
卒
御
覧
』
(
巻
八

O
七〉

か
ら
引
い
て
、「慶
志
目
。

珊
瑚
其
長
者
箆
ニ
御
車
柱
吋
出
ニ西
海
底
-
L



と
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
を
劉
孝
擦
の
注
に
比
べ
て
み
る
と
、

い
ず
れ

も
『
贋
士
ど
か
ら
引
い
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
、

と
も
に
「
刑
瑚
」

の
こ
と
で
、

同
前
者
の
「
珊
瑚
大
者
」
が
、
後
者
で
は
「
珊
瑚
其
長

似
前
者
の
「
可
レ
露
ニ
車
軸
こ
が
、
後
者

者
」
に
作
ら
れ
て
お
り
、

で
は
「
矯
ニ御
車
柱
こ
と
見
え
、

ω前
者
に
な
い
「
出
ニ
西
海
底
こ

が
、
後
者
に
は
載

っ
て
い
る
。

『
太
卒
御
賢
』
に
引
く
『
賢
志
』

『
世
話
注
』
に
引
く
『
康
志
』
に
見
え
な
い
の
は
、

の

ω
「出
ニ
西
海
底
こ
が
、

『
世
話
注
』
で

は
、
『
由
民
士
山
』
の
前
に
、
呉
の
高
震
の
『
南
州
異
物
志
』
を
引
い
て
、

「
珊
瑚
生
ニ大
秦
園
吋
有
レ
洲
。
在
ユ
濠
中
プ

:
・
:
底
有
ニ
盤
石
ア
:
:

珊
瑚
生
一
一
於
石
上
こ
云
云
と
て
、

詳
細
な
る
記
事
が
あ
る
の
で

「
出
ニ
西
海
底
こ
と
い
う
の
を
省
略
し
、

『
南
州
異
物
志
』
に
見
え

な
い
記
事
の
み
を
記
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
記
同
と

伽
と
は
、
と
も
に
同
一
の
こ
と
を
、
同
じ
『
賢
志
』
か
ら
引
き
な
が

ら
、
書
寓
の
さ
い
、
異
同
が
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
瞳
か
ら
い

、ぇ
。は、

『
世
説
注
』
の
方
が

『
南
州
異
物
士
と
に
な
い
記
事
だ
け

を
、
で
き
る
だ
け
省
略
し
て
載
せ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、

『
太
卒

341 

御
覧
』
の
方
は
、
北
湾
の
武
卒
三
(
五
七
二
〉
年
に
成

っ
た
、
租
孝

徴
ら
の
『
修
文
殿
御
覚
』
の
ご
と
き
も
の
か
ら
、
『
庫
県
志
』
の
記
事

を
、
そ
れ
ほ
ど
省
略
せ
ず
に
載
せ
た
た
め
に
、
か
か
る
差
異
を
生
じ

た
も
の
に
す
ぎ
な
い
、

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

は
た
し
て
し
か
ら
ば
、

『
贋
志
』
が
、
す
で
に
『
世
説
注
』
に
引

か
れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
注
の
書
か
れ
た
梁
以
前
、
少
く
と
も
梁
の

早
期
に
、

『
慶
志
』
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

さ
き
に
『
水
経
注
』
に
よ

っ
て、

『
賢
志
』
の
成

っ
た
下
限
を
梁
初

と
見
な
し
た
こ
と
が

こ
れ
に
よ

っ
て
も
、
裏
書
き
さ
れ
る
こ
と
に

な
ろ
う
。

以
上
、
『
慶
志
』
の
撰
者
と
、
そ
の
撰
著
年
代
に
つ
い
て
、
叙
述
、

す
こ
ぶ
る
繁
讃
に
わ
た

っ
た
が
、
要
す
る
に
『
慶
士
山
』
の
撰
者
が
、

郭
義
恭
で
あ
る
こ
と
に
は
、
疑
い
が
な
い
に
せ
よ
、
か
れ
が
何
朝
の

p
h
J
V
 

A
U
 

4
E
ム

人
で
あ

っ
た
か
、

し
た
が

っ
て
か
れ
の
『
康
志
』

が

い
つ
成

っ
た

か
が
、
問
題
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
日
通
説
で
は
、
郭
義
恭
は
五日
の
人
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て

『贋

志
』
は
、
菅
代
に
成

っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
レ
る
が、

の
う
ち
に
、
晋
代
以
後
に
成

っ
た
、
劉
宋
の
徐
庚
の

「
史
記
音
義
』

『慶
志
』

を
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

と
う
て
い
通
説
に
従
う
こ
と
が
で

き
ず
、
菅
代
よ
り
も
時
代
を
下
げ
て
、

Z
『ヨ
5
5
3
2
A
5
5は、

『
史
記
音
義
』
の
成

っ
た、

四
二

0
年
代
と
見
な
け
れ
ば
な
る
ま
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し、。
一
方
、
翌
義
恭
の
『
贋
士
山
』
は
、
五
ニ

O
年
前
後
に
成

っ
た
後
貌

の
都
道
元
の
『
水
経
注
』
、

お
よ
び
大
館
同
時
代
で
あ
る
、

梁
の
劉

孝
擦
の
『
世
話
注
』
に
引
か
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の

Z
HH

同
口
同
巾

A
5
5
は
、
五
二

O
年
前
後
と
レ
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
く
て
『
庚
志
』
の
撰
著
年
代
を
、

H
U
巾

]ZE
の
ご
と
く
、

唐
以

前
と
い
う
の
を
、

四
二

0
年
代
と
、

五
二

O
年
前
後
と
の
約
百
年
の

聞
に
成

っ
た
も
の
と
、
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

さ
ら
に
こ
れ

以
上
、
年
代
を
縮
め
る
た
め
の
史
料
は
、
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
、

ま
だ
見
つ
か
る
に
至

っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
『
慶
志
』
の
成

っ
た
の

は
、
南
朝
で
は
宋
・
賢
・
梁
の
聞
で
あ
り
、
北
朝
で
は
後
魂
の
時
代

に
首
る
。

さ
れ
ば
そ
の
撰
者
た
る
郭
義
恭
は
、

朝
の
人
で
あ

っ
た
か
、
そ
の
明
言
は
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、

い
ず
れ
の

の
成

っ
た
の
が
、

し
た
が

っ
て
『
賢
志
』

こ
れ
ら
の
う
ち
、
ど
の
王
朝
の
下
で
あ

っ
た
か
、

確
言
す
る
わ
け
に
行
か
な
い
け
れ
ど
、

そ
れ
が
従
来
考
え
ら
れ
て
い

た
ご
と
き
菅
代
で
な
く
、
南
北
朝
時
代
を
出
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、

如
上
に
よ

っ
て
論
詮
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

は
た
し
て
し
か
ら
ば
、

こ
の
『
賢
志
』
に
、

些
少
に
も
せ
よ
、
剰
園
に
つ
い
て
記
述
し
て
い

る
も
の
が
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
南
北
朝
時
代
に
は
、
林
陽
聞
に
闘

す
る
も
の
を
除
き
、
こ
の
『
由
民
志
』
を
ほ
か
に
し
て
は
、

い
ま
だ
ま

っ
た
く
見
出
さ
れ
な
い
だ
け
に
、
こ
れ
は
貴
重
な
史
料
の
片
鱗
と
い

う
べ
き
で
な
か
ろ
う
か
。

五

『
賢
志
』
の
俸
え
る
則
闘
の
意
義

郭
義
恭
の
『
康
志
』
は
、
こ
れ
ま
で
菅
の
時
代
に
成

っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
来
た
が
、
貫
は
南
北
朝
時
代
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明

し、

ら
か
に
な

っ
た
が
、

そ
れ
に
よ

っ
て、

こ
の
時
代
に
、

「
割
園
」
の

のり
噌

i

存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
こ
と
は

」
れ
を
前
に
し
て
は
魂
菅
時

代
の
「
膜
閏
」
と
、
こ
れ
を
後
に
し
て
は
唐
代
の
「
腰
園
」
と
の

」
れ
ら
雨
者
を
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
り

さ
ら
に
そ
れ
は
、
後
漢

時
代
の
「
傑
園
」
に
ま
で
遡
り
う
る

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

に
よ

っ
て
、
後
漢
時
代
よ
り
唐
に
至
る
ま
で
、
H
U

ユ
ー
園
の
存
在
し
た

こ
と
を
聾
す
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

た
だ
そ
れ
が
、
中
園
の
文
献
に
よ
っ
て
停
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、

あ
る
と
き
は
精
し
く
、
あ
る
と
き
は
粗
で
あ
っ
た
り
す
る
の
は
、
そ

の
時
代
時
代
に
お
け
る
、
中
間
人
の
こ
の
園
に
封
す
る
闘
心
の
、
如

何
に
よ
る
も
の
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
唐
代
の
正
史
に
、



こ
の
園
に
つ
い
て
の
記
録
が
も

っ
と
も
詳
ら
か
で
あ
る
の
は
、
唐
と

醸
固
と
の
闘
係
が
、
も
っ
と
も
多
か

っ
た
た
め
で
あ
り
、

そ
の
他
の

時
代
に
、
中
園
の
正
史
に
停
え
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
正
史
に
記
録

さ
る
べ
き
よ
う
な
、
中
固
と
の
公
式
閥
係
が
、
存
在
し
な
か

っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。

ま
た

た
と
い
中
園
と
こ
の
園
と
の
聞
に
、
国
家
と
し
て
の
公
式

こ
れ
ま
で
述
べ
て
来
た
ご
と

く
、
正
史
以
外
の
中
国
文
献
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、

な
る
闘
係
が
な
か

っ
た
に
し
て
も
、

こ
の
園
に
つ

い
て
記
載
さ
れ
た
も
の
が
な
い
で
は
な
か

っ
た
。
晋
の
常
時
疎
の
『
華

陽
園
志
』
に
よ

っ
て
、
後
漢
時
代
に

「
保
闘
」
の
存
在
を
知
り
え

た
の
は
、
こ
の
時
代
、

は
じ
め
て
永
昌
郡
が
置
か
れ
た
、
そ
の
域
内

「
保
越
」
の
民
が
い
た
こ
と
を
介
し
て
で
あ

っ
た。

ま
た
説
の
無
名
氏
の
『
西
南
異
方
士
山
』
に
、

記
し
て
い
る
の
は
、
三
園
鼎
立
の
形
勢
を
反
映
し
て
、
「
醸
園
」
の
俸
聞
を

西
南
異
方
に

闘
し
で
も
、
親
人
に
闘
心
が
あ

っ
た
た
め
と
解
せ
ら
れ
、
音
の
説
宏

の
『
南
中
入
郡
志
』
に
、
こ
の
こ
と
を
引
用
し
て
い
る
の
は
、
南
中

「
腰
園
」
に
接
近
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
を

な
る
雲
南
が
、

知
る
必
要
が
あ

っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
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こ
こ
に
問
題
の
南
北
朝
時
代
の
郭
義
恭
の
『
慶
志
』
に
、
「
剰
園
」

の
産
物
が
注
意
さ
れ
て
い
る
の
は
、

こ
の
時
代
に
な
る
と
、

た
だ
そ

う
し
た
も
の
に
閥
心
が
も
た
れ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
あ
る
ま
い
。
す

な
わ
ち
こ
の
園
の
「
桐
華
布
」
ま
た
は
「
撞
華
布
」
が
注
意
さ
れ
た

の
は

」
の
固
に
隣

っ
た
中
国
の
永
昌
地
方
に
も
、

そ
れ
が
産
し
た

た
め
で
あ
ろ
う
し
、

「
難
舌
香
」
「
支
納
香
」
「
兜
納
呑
」
な
と
の
焚

香
類
に
闘
心
が
も
た
れ
た
の
は
、
僻
教
と
と
も
に
侍
来
し
た
と
考
え

ら
れ
る
香
類
の
使
用
が
、
悌
教
の
隆
盛
に
な

っ
た
こ
の
時
代
、

し、

つ

そ
う
そ
の
需
要
を
増
し
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か

と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
『
贋
士
山
』
の
わ
ず
か
な
記
載
も
、
他
に
こ
の
固
に
つ
い

て
の
記
録
の
な
い
と
き
、

勺

tAU
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こ
れ
に
よ

っ
て、

そ
れ
ら
の
産
物
を
介

し
、
首
時
「
剰
園
」
の
存
在
し
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
カミ
く

て
唐
代
に
至
り
、
突
如
と
し
て
「
腰
園
」

く
、
こ
れ
ま
で
の
後
漢
・
三
園
・
南
青
よ
り
、 の
出
現
し
た
も
の
で
な

い
ま
ま
た
南
北
朝
の

時
代
に
も
、
零
細
な
る
史
料
な
が
ら
に
、

ひ
と
し
く
可
可
。
園
の
存
在

し
た
こ
と
を
置
す
る
も
の
と
し
て
、

『
庭
士
山
』
の
聴
園
閥
係
史
料

は
、
そ
の
稀
少
債
値
の
認
‘め
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

(
5
2
∞l
M
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